

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1951 5，134 『 54，139
1952 5，618 9．4 76，969
1953 7，663 36．4 82，505
1954 7，860 2．6 87，827
1955 8，035 2．2 96，078
1956 10，056 25．2 104，084
1957 12，369 23．0 116，050
1958 10，461 △15．4 120，285
1959 13，128 25．5 132，713
1960 16，168 23．2 152，353
1961 21，115 30．6 175，933
1962 20，857 △　1．2 189，460
1963 24，640 18．1 201，354
1964 28，343 15．0 232，665










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1　糸類布吊及び衣料品 822．22 214．53 383．17
糸　　及　　び　　綿　　類 1，252．34 208．61 600．23
布　　　　　吊　　　　類 24．81 342．26 72．47
その他の布扇製品類 214．34 362．67 59．10
衣　　　　料　　　　　品 66．32 834．78 7．95
2　皮　革　及　び　骨　毛　類 1，076．45 118．13 910．96
3　油脂及び化学薬品類 1，237．56 105．42 1，173．56
油　　　　脂　　　　類 1，022．36 159．55 640．86
無　　機　　薬　　品　　類 1，694．96 93．84 1，805．36
有　　機　　薬　　品　　類 2，972．94 69．32 4，293．69
染　料　及　び　顔　料 264．87 308．15 85．95 ，
4　砿物・金属及び同製品 1，121．03 126．22 887．80
砿　物及　び　同　製　品 3，313．54 59．41 5，568．66
硝子及び粘土製品 517．26 356．84 144．94
鉄鉱　そ　の　他　の　鉱 39，456．25 146．90 26，795．71
鉄　　　　　　　　　　類 947．55 142．60 664．49
非　　鉄　　金　　属　　類 2，571．68 145．36 1，769．51
金　　　属　　　製　　　晶 92．59 295．87 31．29
5　機　　械　　器　　具　　類 26，051．69 990．74 一
木　材及　び　木　製　品 3，796．18 184．75 2，054．23
雑　製　品　及　び　紙　類 704．15 192．50 365．70
雑　　　　製　　　　　品 894．93 182．62 457．14
紙　及　び　紙　製　品 375．86 266．12 141．24
〔資料出所〕第5．11表におなじ。いずれも1900年の値を100とした1935年の値である。
ら遅れてきている。他方，製造工業生産にた
いする原材料（原料品と原料用製品）の輸入
の比率は，全製品の場合とは逆に上昇してい
る。製造工業部門の生産水準が大きくなって
くるにつれて，輸入原材料への依存の程度が
しだいにたかまってきていることがわかる。
したがって，これらの点からみて，つぎのよ
うにいうことができる。食料晶と完成財の輸
入への依存の程度が低下し，原材料輸入への
依存の程度が上昇したことは，この20世紀の
前半における日本の経済成長過程において，
しだいに，日本の産業構造が変化してきたこ
とをしめしている。いいかえると，日本経済
は，一・方において輸入食料への依存を低めな
がら，他方において輸入代替的な製造工業を
拡大し，それとともに国内に不足する原材料
58
の輸入依存をたかめてきたのである。
　ここで，さらに晶目を細分化して考察して
みよう。うえの第5．13表は主要品目について
1900年の輸入と1935年の輸入とを対比せしめ
たものである。この表は，1900年を100とし
た1935年の指数となっているが，これによる
と，もっともその増加のいちじるしいのは，
鉄鉱石およびその他の鉱石である。つぎに大
きいのは機械器具類となっている。この二つ
は並はずれて大きい増加となっており，それ
につぐものとして有機薬品類，砿物および同
製品，非鉄金属類，木材および木製品である。
機械器具類のなかでも目だつものは，紡績用
機械，縫衣用材などの繊維工業用のものと木
工機械や金属加工材，印刷機などのようなも
のである。また木材および木製品のなかでは
経済成長・貿易および国際競争力（渡部）
シダー類が圧倒的なウエイトをしめている。
雑製品の大部分は飼料および肥料（化学製品
でないもの）である。ただし，生産物によっ
て価格の上昇率に相違があるので，数量によ
ってその増加比率をみてみると，もっとも増
加比率の大きい順位から分類するとつぎのよ
うになる。
　（1）40倍以上のもの：
　　鉄鉱およびその他の鉱，機械器具類，砿
　　物および同製品，有機薬品類
　（2）10倍以上40倍以下のもの：
　　木材および同製品，無機薬品類，非鉄金
　　属類，
　（3）5倍以上10倍以下のもの：
　　皮革類，鉄類，油脂類，糸および綿，
　（4）5倍以下のもの：
　　雑製品，硝子および粘土製品，紙および
　　紙製品
　㈲　減少したもの；
　　布島類，その他の布吊製品，衣料品，染
　　料および顔料，金属製品
　この分類からみて明らかなように，増加し
たもののその大部分は原料および原料製品に
はいるものである。いいかえると，これらの
品目が原料および原料製品の中味なのである。
それと同時に気づくことは，この35年間にお
いて輸入の減少した品目は，いずれも綿布な
いしその加工品であり，また金属製品類（単
純な金属加工品がその大部分）である。この
ことは，日本の経済成長がこの20世紀のはじ
めの診期間において，これら軽工業製品の
輸入代替部門を確立したことを意味している。
1）1882年までは，基準の不統一のため信頼
度に問題がある。輸入は1899年からCIFと
なり，輸出は1903年からFOBとなった。ま
た，1899年以前は，価格が金円と銀円とが混
合して用いられていた。これらの事情は，
1900年以降について輸出入をあつかうことを
妥当なものとしている。これらの点について
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は，日本統計研究会編，前掲書，167ページ
を参照されたい。
2）　この実質輸入の計算に用いたデフレータ
ーとしては，山田克巳氏の計算したものを利
用した〔山田克巳『戦前貿易指数（総括篇）』
ロックフェラー・プPジェクト資料B25，一
橋大学経済研究所（未公刊）〕。したがって，
その値は，これまで計算された金森久雄氏や
小島清氏のものといくらか異なっている〔金
森久雄「日本経済と輸入依存度」，『国際経
済』第10号，日本評論新社，1958年，小島清
『日本貿易と経済発展』国元書房，1958年，
340－1ページ〕。
3）　この実質タームによる輸入性向の計算に
あっては，あらたに実質国民所得をもとめた。
すでに，大川推計による明治期からの実質国
民所得のシリーズがあるが，これは一般卸売
物価によって貨幣国民所得をデフレー一トした
ものである。〔K．Ohkawa，　The　Growth　Rate
げthe∫aPanese　Econo〃3ンsihce　1878，　Kin－
okuniya，　Tokyo，1957．　pp．116－－134，248〕。
そのデフレーターを用いたものも，目的にお
うじてきわめて有用であろうが，輸入性向の
計算にあたっては，かならずしも最良のもの
とはいえない。戦後の実質国民所得や実質国
民総生産の計算にあたっては，単純に卸売物
価指数のみによらず，消費者物価指数や輸出
入価格指数などを考慮したデフレーターが用
いられている。そこで，明治期からの実質国
民所得の計算にあたっては，大川推計の貨幣
国民所得を，一般卸売物価指数のみでなく，
消費者物価指数に類似したものを考慮した生
計費指数の加重デフレーターによって，デフ
レートすることにした。
　企画庁が1930年からの実質国民所得の計算
にあたって用いたデフレーターは，総合消費
者物価指数に対して0．75，生産財物価指数に
対して0．25のウエイトをつけて平均をとって
いるが，ここでは篠原氏にしたがって，一般卸
売物価指数に対し0．7，生計費指数に対し0．3
のウエイトをつけて平均をもとめた〔篠原三
代平「日本経済の成長と循環』，創文社，1961
年〕。生計費指数を用いたのは総合消費者指
経済成長・貿易および国際競争力（渡部）
数は明治期から計算されておらず，他方，生
計費指数については，山田氏の試算があるか
らである〔山田三郎『明治初期から第二次大
戦迄の通算生計費指数』，ロックフェラー・
プPtジニクト資料B36，一橋大学経済研究所
（未公刊）〕。
4）　ここでの分類は，さきに示した戦後の輸
入品目の分類と異なっている。全体は食料品，
原料品，原料用製品，全製品，雑品の5つの
品目に分類されているが，原料用製品とは区
別され，後者の生産のために用いられる製品
　（パルプ工業用薬品など）と定義されている。
したがって，全製品は機械や紙などの完成生
産物という意味になる。なお詳しくは，日本
統計研究会，前掲書，184ページを参照され
たい。
5）　これらの戦前における原料品と原料用製
品との輸入構成比率の動きを，直接に戦後に
おける輸入構成比率の動きと比較することは
できない。たとえば，鉱物性燃料や金属鉱の
鉄クズなどは，それらの項目のあいだへ適当
に配分されなければならず，戦後基準では，
パルプや皮革などは原料品のなかにはいって
いるが，戦前基準では，原料用製品のなかに
はいっているというような例もある。したが
って，品目別の調整はそれほど簡単にはいか
ない。しかし多少，分類上の問題はあるが，
大ざっぱにいえば，先にのべたところにした
がい，原料品的なものも，原料用製品的なも
のも，ともにその輸入の構成比率が増大して
いる。したがって，その点では，その傾向は
20年頃までの傾向と似ているといえよう。
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